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は
じ
め
に

神
奈
川
大
学
資
料
編
纂
室
で
は
、
二
〇
〇
五
（
平
成
十
七
）

年
か
ら
二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
ま
で
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス

の
図
書
館
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
、
ま
た
二
〇
一
五
（
平
成

二
十
七
）
年
か
ら
は
同
三
号
館
の
展
示
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
毎

年
一
回
、
大
学
史
に
関
わ
る
テ
ー
マ
で
企
画
展
示
を
お
こ
な
っ

て
き
た
。

二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
に
お
け
る
企
画
展
示
（「
特
集

展
示
」）
は
、
そ
れ
ま
で
と
は
や
や
趣
を
異
に
す
る
も
の
だ
っ

た
。
大
学
創
立
九
十
周
年
に
あ
た
り
、
創
立
者
米
田
吉
盛
の
出

身
地
で
あ
る
愛
媛
県
の
内
子
町
で
二
〇
一
七
年
秋
か
ら
開
催
さ

れ
た
「
米
田
吉
盛
展
」
を
、
再
構
成
し
て
展
示
し
た
の
で
あ

る
。
ま
た
こ
れ
と
同
時
に
、
参
考
展
示
と
し
て
パ
ネ
ル
に
よ
る

「
写
真
で
た
ど
る
神
大
90
年
」
を
開
催
し
た
。
本
稿
で
は
そ
の

概
要
を
報
告
す
る
。

一
、
特
集
展
示
「
米
田
吉
盛
展
」

二
〇
一
七
年
十
一
月
か
ら
翌
二
月
に
か
け
て
、
愛
媛
県
喜
多

郡
内
子
町
で
、「
米
田
吉
盛
展
」
が
開
催
さ
れ
た
（
詳
細
は
本

紀
要
三
号
一
一
一
頁
「
事
業
協
力
報
告
」
参
照
）。
同
展
実
行

委
員
会
の
協
力
依
頼
に
よ
り
、
資
料
編
纂
室
は
二
〇
一
五
年
か

ら
展
示
内
容
の
提
案
お
よ
び
展
示
に
携
わ
っ
た
。
内
子
町
で
の

「
米
田
吉
盛
展
」
の
展
示
は
、
基
本
的
に
は
三
号
館
展
示
ホ
ー

ル
内
「
創
立
者
・
神
奈
川
大
学
史
展
示
室
」
の
常
設
展
示
に
沿

う
構
成
を
と
り
な
が
ら
、
米
田
吉
盛
個
人
へ
の
焦
点
を
深
め
、

子
息
の
米
田
有
氏
所
蔵
の
叙
勲
関
連
等
資
料
や
内
子
町
所
蔵
の

公
文
書
類
が
初
め
て
展
示
さ
れ
、
近
年
の
内
子
町
論
田
地
区
で

の
生
誕
地
整
備
等
の
活
動
が
パ
ネ
ル
や
映
像
で
紹
介
さ
れ
た
。

単
な
る
資
料
の
貸
出
し
で
は
な
く
構
成
や
展
示
に
も
携
わ
る

【
展
示
報
告
】大

学
史
特
集
展
示
「
米
田
吉
盛
展
」
お
よ
び

　
　
参
考
展
示
「
写
真
で
た
ど
る
神
大
90
年
」
に
つ
い
て
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事
業
協
力
は
資
料
編
纂
室
と
し
て
初
め
て
の
こ
と
で
、
内
子
町

の
実
行
委
員
各
位
や
事
務
局
と
の
連
携
が
不
可
欠
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
を
通
し
て
我
々
が
得
た
も
の
は
予
想
以
上
に
大
き
く
、

ま
た
、
学
内
か
ら
も
こ
の
展
示
を
大
学
で
も
行
っ
て
は
と
の
声

が
挙
が
っ
た
。

そ
こ
で
、
内
子
町
側
の
快
諾
を
得
て
、
創
立
九
十
周
年
と
な

る
二
〇
一
八
年
の
大
学
史
特
集
展
示
は
「
ふ
る
さ
と　

う
ち
こ

か
ら
の
里
帰
り
展
」
と
冠
し
て
、
内
子
で
の
展
示
を
再
構
成
し

た
「
米
田
吉
盛
展
」
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
開
催
期
間

は
、
例
年
ど
お
り
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
目
前
に
し
た
十
月

五
日
（
金
）
か
ら
十
二
月
二
十
五
日
（
火
）
ま
で
、
場
所
は
、

例
年
は
「
創
立
者
・
神
奈
川
大
学
史
展
示
室
」
の
一
角
お
よ
び

三
号
館
展
示
ホ
ー
ル
可
動
壁
外
側
（
吹
抜
け
側
）
で
あ
っ
た

が
、
今
回
は
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
（
十
月
七
日
）
の
イ
ベ
ン

ト
導
線
に
合
わ
せ
て
、
一
号
館
側
の
可
動
壁
外
側
に
パ
ネ
ル
を

吊
り
下
げ
展
示
、
実
物
資
料
（
大
型
ケ
ー
ス
二
台
、
日
本
常
民
文

化
研
究
所
よ
り
借
用
）
の
み
を
展
示
室
内
入
口
付
近
に
展
示
し

た（
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
当
日
は
パ
ネ
ル
付
近
に
ケ
ー
ス
設
置
）。

物
理
的
制
約
か
ら
、
実
物
資
料
の
展
示
数
は
内
子
で
の
も

の
よ
り
縮
小
し
（
展
示
資
料
一
覧
参
照
）、
米
田
吉
盛
の
生
涯

を
辿
る
パ
ネ
ル
は
、
最
新
の
調
査
結
果
を
加
え
て
若
干
改
編
し

た
。
展
示
ホ
ー
ル
の
常
設
展
示
で
は
、
米
田
吉
盛
個
人
に
関
す

る
資
料
や
紹
介
が
や
や
弱
か
っ
た
こ
と
、
内
子
町
で
も
そ
う
で

あ
っ
た
が
、
米
田
吉
盛
そ
の
人
を
直
接
知
る
方
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
先
ず
は
外
見
―
―
ど
の
よ
う
な
体
格
の
持

ち
主
で
あ
っ
た
の
か
、
着
用
し
て
い
た
コ
ー
ト
や
下
駄
等
、
極

力
直
截
的
に
感
じ
と
れ
る
よ
う
な
資
料
を
優
先
し
た
。
た
だ
し

そ
も
そ
も
米
田
吉
盛
遺
愛
の
品
や
書
簡
と
い
っ
た
資
料
は
そ
う

多
く
大
学
で
所
蔵
し
て
お
ら
ず
、
現
状
で
は
こ
れ
が
ほ
ぼ
精
一

杯
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
人
物
像
を
深
め
る
た
め
に
は
、

聞
き
書
き
を
含
め
た
資
料
の
収
集
と
読
み
込
み
が
急
が
れ
る
。

そ
の
意
味
で
も
内
子
町
と
の
連
携
は
意
義
深
い
も
の
で
あ
り
、

展
示
準
備
で
訪
れ
た
際
に
も
い
く
つ
か
の
貴
重
な
証
言
や
写
真

に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
、
特
集
展
示
中
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
は
内
子
町

の
物
産
紹
介
と
販
売
が
お
こ
な
わ
れ
、
愛
媛
県
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
み
き
ゃ
ん
」
も
登
場
し
好
評
で
あ
っ
た
。
展

示
に
限
ら
な
い
内
子
町
関
係
者
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る

と
共
に
、
今
後
の
交
流
の
継
続
に
期
待
し
た
い
。

二
、
参
考
展
示
「
写
真
で
た
ど
る
神
大
90
年
」

三
号
館
の
吹
抜
け
に
面
し
た
展
示
ホ
ー
ル
壁
面
は
、
前
回
ま
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で
特
集
展
示
の
一
部
と
し
て
パ
ネ
ル
を
展
示
し
て
い
た
。
今
回

は
特
集
展
示
の
パ
ネ
ル
を
一
号
館
側
と
し
た
た
め
、
吹
抜
け
面

は
「
参
考
展
示
」
と
し
て
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
の
創
立
か

ら
現
在
に
い
た
る
大
学
の
歴
史
を
十
年
ご
と
に
区
切
り
、
各
時

代
の
特
徴
を
示
す
写
真
を
Ａ
１
パ
ネ
ル
一
枚
あ
た
り
六
、
七
点

ず
つ
配
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
化
が
解
る
写
真
を

必
ず
入
れ
込
ん
だ
上
で
、
課
外
活
動
も
含
め
た
学
生
生
活
の
移

り
変
わ
り
を
示
し
た
。
解
説
は
最
小
限
に
留
め
、
写
真
の
情
報

を
各
人
が
読
み
と
り
楽
し
め
る
も
の
と
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

十
枚
の
パ
ネ
ル
の
内
最
後
の
一
枚
は
全
面
に
ミ
ラ
ー
シ
ー
ト

を
貼
り
、「
～
現
在
、
そ
し
て
未
来
へ
～
」
の
タ
イ
ト
ル
を
付

け
た
。
そ
こ
に
映
っ
た
各
人
の
こ
れ
か
ら
の
十
年
が
ど
の
よ
う

な
も
の
に
な
る
か
、
ど
の
よ
う
な
も
の
に
し
て
い
く
か
、
立
ち

止
ま
っ
て
考
え
て
も
ら
お
う
と
い
う
さ
さ
や
か
な
試
み
で
あ
る
。

お
わ
り
に

今
回
の
会
期
中
は
展
示
ケ
ー
ス
改
良
工
事
の
た
め
常
設
展
示

資
料
を
ケ
ー
ス
十
三
台
ご
と
撤
去
す
る
必
要
が
あ
り
、
当
初
は

空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
パ
ネ
ル
等
を
イ
ー
ゼ
ル
に
架
け
て
展
示
す

る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
前
述
の
よ
う
に
展
示
室
外
側
を
主

に
利
用
す
る
こ
と
に
変
更
し
た
た
め
、
室
内
の
展
示
内
容
が
不

十
分
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
が
、
元
々
壁
面
に
も
パ
ネ
ル

等
に
よ
る
展
示
構
成
が
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
前
側
に
置
か
れ
た

ケ
ー
ス
と
資
料
が
撤
去
さ
れ
て
も
一
通
り
の
展
示
ス
ト
ー
リ
ー

が
成
立
し
、
不
自
然
さ
が
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
展
示
位
置
を

工
夫
す
れ
ば
、
今
後
、
壁
面
の
常
設
展
示
＋
前
面
ケ
ー
ス
内
で

の
特
集
展
示
ス
ペ
ー
ス
拡
大
、
と
い
う
可
能
性
が
見
え
た
。

ま
た
、
三
号
館
の
吹
抜
け
側
と
二
号
館
側
双
方
に
パ
ネ
ル
を

配
し
た
こ
と
に
よ
り
、
通
行
や
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
（
一
号
館

側
）
利
用
の
「
つ
い
で
」
に
学
生
達
が
目
に
す
る
機
会
が
増
え

た
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
大
学
史
へ
の
興
味
が
生
ま
れ
れ
ば

と
思
う
。

企
画
や
手
法
に
つ
い
て
、
現
況
で
も
取
組
め
る
工
夫
や
新
た

な
可
能
性
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
展
示
と
な
っ
た
。

特集展示の一部

（一号館側壁面）

※なお、特集展示のパネルお
よび参考展示は、2019年４月
まで展示を延長中である。
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大学史特集展示　米田吉盛展　展示資料一覧

ケース／パネル番号 資料名 作成・使用年代

Ａ 横浜専門学校復興、大学昇格に伴う資金援助の挨拶状 1947

Ａ 名刺（「厚生政務次官米田吉盛」） 1957～1958

Ａ 「グロテスクな書庫」『富岡の家』 1960

Ａ 履歴書（米田吉盛） 1966か

Ａ 礼状 1979か

Ａ 原稿「新図書館竣工を祝す」 1980

Ａ 神奈川大学創立80周年記念事業―創立者 米田吉盛記念公園竣工― 2007

Ａ 米田吉盛展実施報告書 2018

Ｂ コート（米田吉盛着用） 不明

Ｂ 下駄（米田吉盛使用） 不明

Ｂ 和合友愛 品位礼節（米田吉盛揮書） 不明

Ｂ 釣竿（米田吉盛使用） 不明（退職後）

パネル A01 展覧会タイトル

パネル A02 01　ごあいさつ

パネル A03 02　生い立ち　修学時代－Ⅰ

パネル A04 03　生い立ち　修学時代－Ⅱ

パネル A05 04　生い立ち　修学時代－Ⅲ

パネル A06 05　教育者への道　横浜専門学校を創立

パネル A07 06　教育者への道　地方試験制度と給費生制度

パネル A08 （横浜専門学校学生募集ポスター）

パネル A09 07　教育者への道　協力者たち

パネル A10 08　総合専門学校への取り組み

パネル A11 09　戦時下の横浜専門学校

パネル A12 10　「神奈川大学」の誕生

パネル A13 11　神奈川大学の発展をめざして

パネル A14 12　政治家としての活動－Ⅰ

パネル A15 13　政治家としての活動－Ⅱ

パネル A16 14　晩年の米田吉盛

パネル A17 15　きずな公園の開設

パネル A18 16　米田吉盛の胸像

パネル A19 17　内子町　論田自治会の取り組み

パネル A20 18　米田吉盛年譜

パネル A21 （「内子町造り」の提言）

表
１
・
展
示
資
料
一
覧




